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秋田県で4年ぶり
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大分県で全国の大学生と
「91農業」
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News!

News!

秋田県で４年ぶりに青空講習会

羽田空港第1ターミナルのバナー広告を更新

全農技術主管・星信幸氏が大豆圃場の改良などを提案

幅広い世代に向け「農協シリーズ」もアピール

秋田県本部・耕種資材部

広報・調査部

　
秋
田
県
本
部
と
耕
種
資
材
部
は
9
月
8
日
、J
A
秋
田
お
ば
こ
と

J
A
秋
田
ふ
る
さ
と
の
青
年
部
員
、J
A
職
員
の
計
23
人
を
対
象
に
4

年
ぶ
り
と
な
る
青
空
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
10
月
1
日
、羽
田
空
港
第
1
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
掲
出
中
の
バ

ナ
ー
広
告
を
2
0
2
3
年
度
下
期
デ
ザ
イ
ン
へ
更
新
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
農
事
組
合
法
人

中
仙
さ
く
ら
フ
ァ
ー
ム
の
大
豆

圃ほ
じ
ょ
う場
を
借
り
、
生
育
が
良
好
な

圃
場
と
生
育
不
良
な
圃
場
の
土

壌
断
面
を
そ
れ
ぞ
れ
観
察
・
比

較
し
ま
し
た
。

　

生
育
不
良
圃
場
に
対
し
て

は
、講
師
の
星
信
幸
氏（
全
農
技

術
主
管
）が
全ぜ
ん
そ
う
し
ん
ど
は
さ
い

層
心
土
破
砕
機

　
2
0
2
2
年
度
か
ら
掲
出
を

開
始
し
た
、羽
田
空
港
第
1
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い

て
、今
回
で
3
度
目
の
更
新
。バ

ナ
ー
広
告
に
よ
り
空
港
を
利
用

す
る
幅
広
い
世
代
に
対
し
て
、

本
会
の
社
会
的
役
割
や
国
産
農

畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

P
R
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
と
し
て

は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
」の
バ

ナ
ー
に
代
え
て「
農
協
シ
リ
ー

ズ
」の
バ
ナ
ー
を
掲
げ
て
農
協
シ

リ
ー
ズ
商
品
の
訴
求
を
行
い
ま

「
カ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
」に
よ
る

心
土
破
砕
、
有
機
資
材
と
石
灰

資
材
の
施
用
、
中ち
ゅ
う
こ
う
ば
い
ど

耕
培
土
の
見

直
し
な
ど
具
体
的
な
改
良
方
法

を
提
案
し
、
参
加
者
の
関
心
を

集
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
土
壌
の
種

類
に
よ
る
根
の
違
い
が
分
か
り

参
考
に
な
っ
た
」「
果
樹
で
も
講

習
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」な
ど

の
意
見
・
要
望
が
上
が
り
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
同
様
の
講
習
会
の
水

平
展
開
を
通
じ
て
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
健
全
な
土
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

す
。

　
「
食
と
農
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
。」

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
は
、
本

会
の
認
知
度
・
好
感
度
向
上
を

図
る
た
め
引
き
続
き
年
間
を
通

し
て
掲
出
し
ま
す
。さ
ら
に「
Ｊ

Ａ
タ
ウ
ン
」の
バ
ナ
ー
に
つ
い
て

も
、
本
会
の
運
営
す
る
産
地
直

送
通
販
サ
イ
ト
と
し
て
の
認
知

度
向
上
を
図
る
た
め
秋
冬
デ
ザ

イ
ン
に
変
更
し
て
継
続
し
ま
す
。

　
羽
田
空
港
へ
お
立
ち
寄
り
の

際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
豆
栽
培
圃
場
で
土
壌
断
面
を
観
察

す
る
参
加
者

生
育
不
良
圃
場
の
土
壌
断
面（
心
土
の

下
に
れ
き
混
じ
り
の
粘
土
層
が
分
布
）

「農協シリーズ」のバナー広告（左）と「JAタウン」のバ
ナー広告（右）
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News!

News!

News!

新米「ふくまる」をプレゼント

ひろしまクロスカントリー大会に協賛

京都で関西茶品評会の出品茶販売会

ＪＡグループ茨城として初のTVer広告で県産米の消費拡大を促進

「藻塩はっさく水」「藻塩レモン水」を提供

合計落札額は昨年を500万円以上上回る

茨城県本部

広島県本部

京都府本部

　
茨
城
県
本
部
を
含
む
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

茨
城
は
、県
産
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に

「
～
お
い
し
い
新
米
で
き
ま
し
た
～
茨
城

県
産
新
米
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
11
月
10
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
本
部
は
、8
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
第
24
回
ひ
ろ
し
ま
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
に
協
賛
し
、
参
加
し
た
ラ
ン

ナ
ー
計
1
0
1
0
人
に
県
産
飲
料
を
提

供
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
本
部
は
９
月
７
日
、Ｊ
Ａ
全

農
京
都
宇
治
茶
流
通
セ
ン
タ
ー
で
第
75

回
関
西
茶
品
評
会
出
品
茶
の
入
札
販
売

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
物
価
高
騰
や
コ
ロ

ナ
禍
で
、
生
産
・
販
売
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
生
産
者
を
応
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。消
費
者
へ
改

め
て
県
産
米
の
知
名
度
の
浸
透
や
安
定

購
入
の
動
機
づ
け
を
図
り
ま
す
。応
募
者

の
中
か
ら
抽
選
で
8
0
0
人
に
、
県
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種「
ふ
く
ま
る
」の
新
米
2

㌔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
茨
城
と
し

て
は
初
と
な
る
民
放
公

式
テ
レ
ビ
配
信
サ
ー
ビ

ス
T
V
e
r
で
の
C
M

動
画
を
放
送
。幅
広
く

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
紹
介

し
、県
産
米
の
消
費
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
道
後
山
高
原
を
駆
け
抜

け
る
大
会
で
、小
学
生
が
走
る
1
㌔
の
部

か
ら
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
も
走
る
8
㌔

の
部
ま
で
全
国
各
地
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
広
島
県

本
部
は
、3
㌔
の
部
の
ス
タ
ー
タ
ー
を
務

め
た
ほ
か
、ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン
ナ
ー
全
員

に「
藻
塩
は
っ
さ
く
水
」「
藻
塩
レ
モ
ン

水
」を
提
供
し
ま
し
た
。同
飲
料
は
、広

島
県
産
の
ハ
ッ
サ
ク
や
レ
モ
ン
に「
海
人

の
藻
塩
」を
加
え
て
飲
み
や
す
く
仕
上
げ

て
お
り
、
作
業

や
運
動
後
の
水

分
・
塩
分
補
給

に
お
す
す
め
で

す
。

　

今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
を
頑
張

る
人
た
ち
を

「
ひ
ろ
し
ま
の

食
」を
通
じ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　
販
売
会
に
は
茶
業
者
84
社
１
４
０
人

が
参
加
。５
茶
種
で
計
３
３
１
点
、
数

量
１
３
４
６
・
09
㌔
が
出
品
さ
れ
、
合

計
落
札
額
は
３
５
７
７
万
２
４
６
円
と

な
り
昨
年
を
５
０
０
万
円
以
上
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。最
高
値
を
つ
け
た

茶
は
、農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
京

田
辺
市
の
山
下
新
貴
氏
の
玉
露
で
、１
㌔

40
万
８
８
８
円
で
う
お
が
し
銘
茶
㈱
が

落
札
し
ま
し
た
。最
多
額
落
札
業
者
は
、

㈱
丸
久
小
山
園
と
な
り
ま
し
た
。

　
5
茶
種（
普
通
煎
茶
１
１
６
点
、深
蒸

し
煎
茶
41
点
、

か
ぶ
せ
茶
43

点
、玉
露
44
点
、

て
ん
茶
87
点
）

の
１
㌔
当
た
り

の
平
均
落
札
単

価
は
、
昨
年
対

比
１
３
６
％
の

２
万
６
５
７
３

円
と
な
り
生
産

者
の
励
み
に
な

る
価
格
で
取
引

さ
れ
ま
し
た
。

新米「ふくまる」２kg

ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と
も

に
駆
け
出
す
ラ
ン
ナ
ー

茶
の
品
質
を
見
極
め
る

茶
商
ら

キャンペーン
サイトは
こちら
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か
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」と
いっ
た

前
向
き
な
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
学
生
に
と
っ
て
は
実
際
の
農
業
現

場
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
、
本
会
に

と
っ
て
は
今
回
の
取
り
組
み
が
多
種
多

様
な
方
々
に
農
業
に
関
わ
っ
て
も
ら
う

と
い
う「
９１
農
業
」の
実
践
の
場
と
な
る

有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
耕
種
総
合
対
策
部
は
経
団
連
が
実

施
す
る「
地
域
協
創
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
参
加
し
、「
９１
農
業
」を
紹
介

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
文
科
省
が
選

定
す
る
学
生
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事

務
局
と
つ
な
が
り
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

の
後
、
事
務
局
か
ら「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
中
で
農
業
分
野
に
高
い
関
心
を

持
つ
学
生
に
実
際
に
農
作
業
・
農
泊
体

験
を
さ
せ
ら
れ
な
い
か
」と
い
う
相
談
を

受
け
た
こ
と
か
ら
今
回
の
労
働
力
支
援

の
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
元
々

学
生
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
合
宿
が
大

分
県
別
府
市
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
大
分
県
で
学
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
先
と
な
る
大
分
県
本
部
を

中
心
に
、
福
岡
県
本
部
・
耕
種
総
合
対

策
部
が
連
携
し
て
企
画
の
検
討
か
ら
当

日
の
運
営
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
全
５

日
間
の
行
程
は
基
本
的
に
学
生
の
要
望

を
１
０
０
％
受
け
る
形
で
企
画
を
練
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
だ
け
で
な

く
、
大
分
県
に
お
け
る
労
働
力
支
援
事

業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る
㈱
菜
果

野
ア
グ
リ
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
や
取

引
先
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

の
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
、「（
カ
ボ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ

の
収
穫
を
手
作
業
で
行
う
こ
と
に
対
し

て
）想
像
以
上
に
作
業
が
ア
ナ
ロ
グ
だ
っ

た
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
農

業
の
大
変
さ
を
実
感
で
き
た
」「
日
本
の

食
文
化
に
触
れ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」

「
農
業
に
対
し
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

企業の説明に耳を傾ける学生たち

大
分
県
で
全
国
の
大
学
生
と「
91
農
業
」

文
科
省
選
定
の
学
生
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

カ
ボ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
な
ど
の
労
働
力
支
援

　
全
農
は
９
月
４
〜
８
日
、
大
分
県
内
で
関
東
・
関
西
・
九
州
の
全
国
か
ら
参
加
し
た
9
人

の
大
学
生
と「
９１
農
業
」に
関
連
し
た
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
１
日
目
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
2
日
目
以
降
は
カ
ボ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
な
ど
の
農
作
業
と
農
泊
、

最
終
日
は
農
業
関
係
企
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
　  

　
　
　    

　【
耕
種
総
合
対
策
部
】

オリエンテーションで自己紹介する学生

カボス収穫に励む学生

全農は農業関係人口増などを目的に、「あな
たのライフスタイルに農的生活を1割取り入
れませんか？」をコンセプトにした「91農業」の
普及啓発に取り組み、他産業・一般の方々
に向けた農業参加の訴求を行っています。

な  

か
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J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー（
第
5
期
）
　
Ａg
Ｖ
e
n
t
u
r
e 

L
a
b（
ア
グ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
）は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
と
J
A
グ
ル
ー
プ
の
事
業
共
創
の
取
り
組
み「
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

第
5
期
」で
10
社
を
優
秀
賞
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
２
社
を
紹

介
し
ま
す
。 

【
経
営
企
画
部
】

　
代
表
の
佛
田
利
弘
さ
ん（
㈱
ぶ
っ
た

農
産
）が
２
０
２
３
年
に
創
業
し
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
、
革
新
的
な
水
稲
施

肥
技
術
の
開
発
・
普
及
に
よ
る
効
率

的
施
肥
と
環
境
負
荷
低
減
の
両
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
行
の
水
稲
栽

培
で
は
、
田
植
え
と
同
時
に
緩
効
性

被
覆
肥
料
施
肥
に
よ
り
省
力
化
な
ど

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
被
覆
殻
の

海
洋
流
出
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
心
配
が
な
い
菓
子
ブ
ラ
ン
ド

特
定
原
材
料
で
食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
へ

水
稲
の
土
中
施
肥
技
術（
深
肥
）に
よ
る

省
力
化
と
環
境
負
荷
低
減
の
両
立
目
指
す

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
田
植
え
機
に
装
着
す
る

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
活
用
し
た
粒
状
二

段
施
肥
法
に
よ
り
、
水
田
表
層
と
土

中
へ
の
同
時
施
肥
を
実
現
し
、
生
産

性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
被
覆
肥
料

に
頼
ら
な
い
水
稲
栽
培
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
期
間
中
の

11
月
7
日
に
は
、
有
識
者
に
よ
る
情

勢
報
告
や
同
社
技
術
実
装
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し

た
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
J
A
グ
ル
ー
プ
関
係
者
も
参

加
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

　
高
校
生
の
加
納
颯
人
さ
ん
が
代
表

を
務
め
る
２
０
２
２
年
に
創
業
し
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
す
。
加
納
さ
ん
の

家
族
が
重
度
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
お
り
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
食
を
共
有
し
楽
し

め
る
世
界
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
思

い
か
ら
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ア
レ
ル
ゲ

ン
フ
リ
ー（
特
定
原
材
料
な
ど
28
品

目
不
使
用
）＆
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
お
菓
子
ブ

ラ
ン
ド『Issa Kitchen Tokyo

』を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
の
支
援

期
間
で
は
、
事
業
戦
略
策
定
サ
ポ
ー

ト
や
高
価
格
帯
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど

へ
の
販
路
開
拓
、
製
造
拠
点
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
お

り
、
都
内
外
資
系
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ

テ
ル
で
は
来
月
か
ら
の
導
入
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

採
択
企
業
紹
介
❸

KDBI株式会社

株式会社RelieFood

食物アレルギーがある方も食べられるスノーボールクッキー

田植え機による同時施肥試験

ご参加登録は
こちらから

WEBセミナー開催日
11月7日（火）

登録締め切り日
11月5日（日）

『Issa Kitchen Tokyo』のロゴ
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栽
培
管
理
や
衛
生
管
理
、
労
働
安
全
、
環

境
保
全
な
ど
の
状
況
を
生
産
者
と
と
も
に

確
認
し
ま
す
。

　Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
の
実
施
は
、
生
産
者
へ
の

支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　大
型
特
殊
自
動
車（
以
下
大
特
）に
分
類

さ
れ
る
農
業
機
械
が
公
道
を
走
行
す
る
に

は
、
大
特
免
許
が
必
要
で
す
。

　そ
こ
で
、
県
本
部
は
、
岡
山
県
や
中
央
会

と
協
力
し
、
21
年
か
ら
生
産
者
の
免
許
取

得
を
支
援
す
る「
大
特（
農
耕
車
限
定
）運
転

技
能
講
習
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　同
講
習
会
は
、
試
験
を
含
め
た
３
日
間
で

実
施
。
大
特
の
免
許
を
も
っ
た
県
本
部
職
員

や
中
央
会
職
員
が
講
師
を
務
め
る
こ
と
で
、

比
較
的
安
価
な
受
講
料
で
取
得
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

　岡
山
県
本
部
は
、
今
後
も
、
生
産
者
に

頼
ら
れ
る
事
業
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
創
っ
て
い
き

ま
す
。

県
本
部
で「
Ｅ
Ｄ
Ｉ
導
入
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」を

発
足
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、Ｊ

Ａ
が
作
成
し
た
発
注
デ
ー
タ
を
県
本
部
と
取

引
先
で
共
有
・
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
受
発
注
や
伝
票
起
票
な
ど

　Ｊ
Ａ
で
の
購
買
事
務
に
か
か
る
負
担
は
大

き
く
、
職
員
が
出
向
く
体
制
を
強
化
す
る

上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
解
決
に
向
け
て
２
０
２
１
年
９
月
に

県
内
２
Ｊ
Ａ・
中
央
会
・
電
算
セ
ン
タ
ー
・

の
手
間
を
省
き
、Ｊ
Ａ
で
の
受
け
入
れ
処
理

も
バ
ー
コ
ー
ド
納
品
書
で
対
応
す
る
こ
と
で
、

事
務
の
効
率
化
と
合
理
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。　県

本
部
で
は
、
24
年
４
月
の
本
格
稼
働
に

向
け
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
取
引
先
への
対
応
を

進
め
て
い
ま
す
。

　も
う一つ
の
Ｊ
Ａ
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、
営
農
指
導
事
業
の
強
化
で
す
。
こ

の
課
題
に
対
し
て
、
県
本
部
で
は
Ｊ
Ａ
晴
れ

の
国
岡
山
と
共
同
で
営
農
指
導
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
22
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。　４

年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
１
年

目
は
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ベス
タ
ー（
G
H
）農
場
評

価
員
講
習
会
の
受
講
と
資
格
取
得
。
２
年

目
は
土
壌
と
肥
料
、
３
年
目
は
農
薬
に
つ
い

て
の
研
修
を
実
施
。
４
年
目
に
は
、
新
規
就

農
希
望
者
へ
の
対
応
が
で
き
る
こ
と
を
目
標

に
、
資
金
と
経
営
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施

予
定
で
す
。
ま
た
、
２
、
３
年
目
は
、Ｇ
Ｈ

農
場
評
価
の
実
践
研
修
も
併
せ
て
実
施
し
、

実
際
に
県
内
生
産
者
を
訪
問
。
農
場
で
の

エンダイブ生産者の圃場でのGH農場評価実践研修

県
本
部

だ
よ
り
岡山県本部

頼
ら
れ
る
事
業
を
共
に
創
る

Ｊ
Ａ
と
生
産
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援

　
岡
山
県
本
部
は
、Ｊ
Ａ
支
援
の
一
環
と
し
て
、Ｅ
Ｄ
Ｉ（
電
子
デ
ー
タ
交
換
）シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
、

営
農
指
導
員
を
対
象
と
し
た
営
農
指
導
の
強
化
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
大
型
特

殊
自
動
車（
農
耕
車
限
定
）技
能
講
習
会
」を
実
施
し
、生
産
者
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

購
買
事
務
に
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
導
入

生
産
者
の
大
特
免
許
取
得
を
応
援

〝
頼
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
〞へ
営
農
指
導
強
化

参加者にトラクターの乗車手順を教える全農職員
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い
気
候
な
ど
、
農
業
に
適
し
た

条
件
を
受
け
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。中
で
も
、
会
津
が
誇
る
ブ
ラ

ン
ド
米
で
あ
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
、
大
粒
で
強
い
甘
み
と
香
り

を
持
つ
味
わ
い
で
、
全
国
で
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　

米
穀
事
業
で
は
、
日
本
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
米
産
地
を
目
指
す

「
極
上
の
会
津
米
」取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
生
産
者
へ
食
味

値
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。そ
の
中
で
、
優
良
事
例

を
発
掘
し
「
極
上
の
会
津
米
栽

培
暦
」の
随
時
見
直
し
を
行
い
、

常
に〝
シ
ン
カ
〟（
進
化
・
深
化
）

改
善
を
行
う
産
地
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。他
に
も
数

多
く
存
在
す
る
魅
力
的
な
農
畜

部
に
位
置
し
、
西
に
越
後
山
脈

と
東
に
奥
羽
山
脈
に
挟
ま
れ
、

鶴
ヶ
城
・
東
山
温
泉
・
飯い
い
も
り
や
ま

盛
山

と
い
っ
た
観
光
地
を
擁
す
る
地

域
で
す
。
会
津
地
域
の
米
や
野

菜
、
果
物
な
ど
は
肥ひ
よ
く沃

な
大
地

と
清
廉
で
豊
富
な
水
、
そ
し
て

盆
地
特
有
の
寒
暖
の
差
が
大
き

産
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
平
野

レ
ミ
さ
ん
の
レ
シ
ピ
披
露
や
青

果
物
・
花
き
・
食
肉
市
場
関
係

者
、
米
穀
卸
関
係
者
、
消
費
者

と
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
試
食
や
飲
食
も
復
活
し

会
津
地
方
の
農
畜
産
物
を
存
分

に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
J
A
会
津
よ
つ
ば
の
管
内
で

あ
る
会
津
地
域
は
福
島
県
の
西

産
物
を
全
国
に
広
め
る
と
と
も

に
、
生
産
者
の
所
得
増
大
と
農

業
生
産
拡
大
に
向
け
、「
会
津
よ

つ
ば
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
と
消
費

地
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た
産

地
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

農
畜
産
物
の

P
R
も
盛
ん
に

実
施
し
て
い
ま

す
。
8
月
に
は

会
津
地
方
17
市

町
村
長
と
J
A

が
連
携
し
た
合

同
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス「
会
津
夏

祭
り
」を
東
京

都
で
開
催
し
ま

し
た
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
会
津

「
極
上
の
会
津
米
」

常
に“
シ
ン
カ
”改
善

管
内
17
市
町
村
長
と
共
に

東
京
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

JA会津よつば
（福島県）

概要 2023 年 2 月 28 日現在

正組合員数　　　　 　2万5448人
准組合員数　　　    　1万9933人
職員数                       1023人
販売品取扱高           202億9千万円
購買品取扱高          68億9千万円
貯金残高  　         3171億4千万円
長期共済保有高 1兆2458億9千万円
主な農産物     水稲、トマト、キュウリ、
　　　　　   アスパラガス、生柿、リンゴ、
宿根カスミソウ、トルコギキョウ、リンドウ

「
会
津
よ
つ
ば
ブ
ラ
ン
ド
」確
立
へ

消
費
地
と
の
連
携
さ
ら
に
強
化

山形県

栃木県

宮城県

新潟県

福島県

「
会
津
夏
祭
り
」に
は
平
野
レ
ミ
さ
ん
も

参
加

東京での合同トップセールス「会津夏祭り」

「極上の会津米」ののぼり（右）と「極
上の会津米」のポスター
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近江の味彩

　2023年産「みずかがみ」の新米が販売中です。
　滋賀県で開発された「みずかがみ」は、美しく輝く豊かな
琵琶湖の水を連想して名付けられました。県の「環境こだ
わり農産物認証制度」に基づき、農薬や化学肥料の使用量
を通常の5割以下に減らし、琵琶湖をはじめとする自然環
境に配慮した技術で栽培されています。
　炊きあがりは白く光沢があり、程よい粘りで、かみしめる
とまろやかな甘みがあります。おにぎりや弁当など、冷めて
もお米本来のおいしさを味わうことができます。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

　講習は基礎講習会（2日間）と実践
講習会（1日間）があり、基礎講習会
ではＧＡＰの基礎からＧＨ評価制度
の内容を習得します。実践講習会で
はＧＡＰの取り組み状況を点数で評
価し、生産者へフィードバックする技
術を学びます。合わせて3日間の講

　全農は、「のものも」を販売する大関㈱とのコラ
ボ商品として「東北産米100％使用のものも2L」を
共同開発しました。東北エリアの量販店などで6万
6000本の数量限定で発売します。  【営業開発部】

　同商品は、米のうまみを感じながらも、すっき
りとした後味が特長です。パッケージ上部のスタ
ンドシールにニッポンエールのロゴを配置し、「お

米どころ東北地方を応援する」を合言葉に、大関
の商品ブランドである、のものもとニッポンエール
のコラボ商品を発売することで、東北産米の消
費拡大と東北経済活性化の一助になることを目
指しています。
　全農は、今後もニッポンエールを通して、企業や
全国の産地・JAと連携した商品開発に取り組んで
いきます。

習会を修了し、最終日の試験に合格
するとＧＨ評価員の資格が得られま
す。今年度は無料講習会として開放
し、参加者を募集しています。

　全農はＪＡ全中と共同で、ＪＡグループ職員を対象としたグリーンハーベスタ
ー（ＧＨ）農場評価員養成講習会を開催します。この制度は、農水省から国
際水準ＧＡＰガイドラインに準拠した制度として認定されており、ＪＡグループで
も「ＧＡＰをする」手法として受講を推奨しています。 　　   【耕種総合対策部】

ＧＨ農場評価員養成講習会を開催

休刊のお知らせ
10月23日号は休刊いたします。
次号は10月30日号です。

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

【
2
0
2
3
年
産
】 

滋
賀
県
産 

み
ず
か
が
み 

環
境
こ
だ
わ
り
米 

5
㎏
…
…
3
6
2
0
円（
税
込
み
）

講習会の詳細や
申し込みはこちらから

下期は１１月１日から、参加費無料で募集中 下期開催のＧＨ評価員講習会概要

●2023年11月  1～  2日（オンライン開催）
●2023年11月21～22日（オンライン開催）
●2024年  1月18～19日（オンライン開催）

●2023年11月10日（宮城県：ＪＡビル宮城）
●2023年11月17日（新潟県：ＪＡ新潟ビル）
●2023年12月  1日（神奈川県：全農営農・技術センター）
●2023年12月  8日（岡山県：全農岡山県本部）
●2024年  2月16日（神奈川県：全農営農・技術センター）
●2024年  2月22日（大阪府：大阪ＪＡビル）

基礎講習会(2日間)

実践講習会(1日間)

シールにニッポンエールのロゴ 米の消費拡大を応援 東
北
産
米
1
0
0
％
使
用 

の
も
の
も（
内
容
量
2
L
）

「東北産米100％使用のものも2L」
6万6000本を限定販売
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